
ま

の

え

ヾ
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考

述
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26。 将棋ゲームの指し手の理解モデルとオンライン処理
について

電子技術総合研究所 ソフトウェア部  坂 本 義 行

電気通信大学 電子計算機学科大学院  佐 藤 雅 之
え か t
ゲ´A■ 者たつ 、までの糸■過 t iεヾ (み よ )。 日人希の多ヤ算機 によう郷巧■
てヽヽるヒせ、言語 ヒ将1棋 のκ構:の鍾 左足‐1出 した。ル4々 フ`ゲのよ )な ん牧
ぢれて )ヽに と思 ).
熊鈴 ―駒の動 き (駒 の働 こ)

統舞猜 ―駒触、戦シム

意味論―乞ちめる (′艶化、詰めの手順、終1盤:の捜淳0
苦損論 ―争′噴の分村、統 む による形態鈴 への導入

々こで思ヽヽ出され うのが、スイスの乞多密学者 ソシューノじ (F.[L saussuに )の ~
般 乞語学論義 (COurs de Linguis十loue c6nれ le,/9ノ 6)の 中で語じにス )ヽる 吉集「俎、イ象
レううす

′ヾての比較の う3で ,~最万 迪切なのは、乞詰。の営 こ将棋の勝 負ヽ ヒの資れ
t・ ある」 (ノ |ヽ 林失夫が0で ある。勿乞1命 てこマ``の将 1棋 ヒは)ェ ス左指|し く 1ヽ3。
白熱言語 |こ 却する意味のた義 ヒκ校 して、少なくとも処理結果 (ゲ ´へ終了時

点 j131:み )|こ お |す るら千イ曲は日月5!饉でぁ`るし、ヽぅ愚 |こ 撃トリ社がひ 力`れたのと同時 に、
4.ス に比 ヾて持棋につ )`て のフ°ロク・ラ

^代
コよ2り 3の 幸R生 左除 )`て 、その明庭

なキ )ム の根告か
°んされて )ヽな 、)。 ざドに、TSS画像端末による日六語 (漠奪→ の

たノ〒`かな易に行なた、concurren+fil e′処I■ が可■となシステヘか利用でtる とい

うこヒか」、人間か学習するためつ将棋QAシ ステヘ t試作 じてみようヒ患 ヽヽ主
つたのが、このプロソ

nラ ヘ開発の動1幾である。

|。 将棋ゲームの概念

上L」ニム」」型医
)1当 棋のノだ一へは十二人等ヒ日 じようにたと情報下での二人ケ`一へであると考 た

りれる。通常そのも平イm(将棋 で` |よ ″Wう におけるもちの→ l釧このゲ1-ヘ ヒ1司鵜ヒ|こ 0師咀
にた桑され

~(ヽ
)る 。 しかし人間

「
l土 の戦い)で は、その途中での発ユ妃itれ晨威召濫み

鳳 (杉勢 Tll鰤plよ

“

こ1喰則によう局面の評′l面 L予想争におけろ最義キ lll負の発見ヒtl
った非群れこ̀複ん な評′1山 基準ゼ1デ ームが・′,TAゎ れて、)る L考 えsれ る。
わ ざ |こ 人間同 土の対 穆 iCお け る特徴 t利 挙 してみ る と、
二重曇≦2△重璽ョ監血
α.岸盤 (先 多ヒイ炎牛の駒か′5ヾ っかりあうまで)一基本

"な
駒組 として、■の

用ヽヽォ (失農日ヽヽ、大熊→ 戦ム (棒薇 、中飛車)ヒ t〕 ったたわ t選久 して、
指レすと進める (告 〕|1貝 ファ llレ のオ果穴 )。

b。 中1饉:(α かJCの 局山＼ホ多ろまでの階→ ―駒得 (持知のユ́較[)、 きF分局面
の勢́カノヾグーン劉7画 (弱魚のた見)ヒ t)つ たらム負の島n評 lm)ム t tt t)る 。
c.終盤 (■キのかかる筋ができる)一寄t′ 皮死 (つ ざの指 し牛かお即う吉ヒ
なる)、 日P詰 (■ 寺の■

`縫

で`静ます, イll;鵠活訪共)ヒ t)っ た夕冬局よ (いのテ演l
キ|1貝 が発見これる局血。
蓼 カ パ タ ー ン の
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やマ′指 レクす )ヽ→ 有末||→右勢→勝勢→必勝形→勝ぢ
ヒ t〕 ったケロ缶にまり、 その場じムが変わる。
主LttL12■生
①駒得   ④王持の安全|卜生  ③弱点、   ④効キ

_」
t lll負 にお呵する1只索外、

ι。 ォ旨し今し清 して長期的な!戦陽力l'あ ろ :一 直結遜約な先記み α敗_十 ^枚白の
深こでも局口 |よ ノ00～ /劇→ 。

♭、 澤じ初か夕恙、キ |ょ 指さな )ヽ(11向 きなジllり ): サなわ3: 日,際、指向」Lの 1只
索とイラなってt)3。

さ3に 、対戦にあヽ |「 う相子の′い理 をう危と`、あつ1夕 |よ棋 tの 棋ル ヒ )ヽり た■とか`
考えsれ る。
これをワ°ロゲフヘLで ど`のおうに表J鬼サるかか`問題点、ヒt)え よう。 また , 竹の
な図サろLこ ろが、人間の思ち運〕俎の厨宍か1の Ot)|よ挽枚用のも″)か |■よって
も、 イのフ°ログラム烈知よ異な )た をの しなうでぁ3う 。

t) I**tv /Y-r スゲ`一 ムの〕壼ゝヽ
将棋ゲ´ハのプログ`ラムイιとすすめるにあたって、同一の子狙んかゞ分南

'色 した

'■

スヒ1各 j棋 にはみ くの共通点、と全く異なろちF分 かあろ。今ェスにつ t)マ は、サ

五⊥虫_____畳上 L上■_丞ユ上」た

将  棋 キ エス

Pawn 11綱た1て 2つ あ っスも ょ tl

打 ち駒 ほで きなヽヽ

s+ale nrに |こ なろ ヒ引 包ノ分け

Pα wnlょ
rank λ～ ra r:k′′よ (い に しか

存 在 ゼ しな tヽ

Pa wn σ,9ueeninらl         V         σ        :
bO釧劇の端の

“
nk lこ 〕1■ したPa wntよ

7哄 ee n′
r° °kノ biSh° P′ kn)9h十 の ビ̀

れ

かになSな ければ t)|卜 な )`

口 |よ 9X9 boQrd lよ   8X8
men は    32イロ
whi+e′ bl αck ヒ t
r      _ _  _ _ _ _  _ _ _ _ 。

l rook, kniЯ h十 , ♭i shcP―
 -2

、αueen, kinO  ― ― ― ― ― ― l

各 R匂 つ准力きはPα wn t ptt t)(賛十箱
|、汗ン

Pc wnの 動き 1よ復 緯 (c々 ραssanナ 辱 )

ki n3ヒ ro okの 間 に 1よ Cα 5+|1叫 び
｀

可 名し

規

　

定

駒

の
′
働

午
ヽ

島毛〕数 lよ  夕οイロ
宅今,後今 L寿
rt卜  _ _ _ _  _  _

格 ゝ桂 、銀 、金
:

鷹 角 ,■ ――

９

２

１

物 tナ或か知知ミ形 なのは齋′白,■ のリ

歩香 1■ 前オ |こ しか進′め在 )ヽ

1を邸引よど'こ |・ で
1つ
夕Jス る (員町Jか

1

なくかつ准力こ以 が`な )ヽ場 合 ■
'弁

、く
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キ

二歩

打 も歩きもめ
+日 キ
イずキア作 (′ }鰯 セ馘 )な モ駒 |ょ打πなヽゝ
り馬り

成シしるイ立置 l■ )`ス t、 成 り不載 ソ|よ

日山 (た ごし、イ卸セ層Tの な )ヽ場 合 t
7気 く)
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で
｀
に、世界御 |こ 計算棧:こ 片い)(′ の対戦 が4テ なわれておヽり、かな 1ク ラ安いプログ

｀
フヘ

棋 土か出丁勉レ、その内落 |ュ ′、)(b報 告がイ,な われ (ヽ〕る。 しかし1事棋σ)プ ログ
ラム本民主 |二 ′ノヽ)(|よ 、 日 tc｀杵昴ヽ これにしも1隼棋 &1旨 ダワ

°ログ
｀
ラム(l),て ■

'11;六
しi字の

1作 棋対戦 t′イテ祇レフ・口′ガラム0等 、りFぐ に少なく COnlputr対  6οηpu+erの対戦
写に ノt)´71よ 情報、が4尋 3れ て )ヽな )ヽ。 そこゼ

:ケ
ェスヒ埓棋にあ〕けう基蜂輻つな遺 t〕

ヒしス、禁事と、駒の准力き |こ つ )`ス 比較́:之イアな った。これ乞第 1負 にスす。

2.吉ち埓棋の基礎鮨如 1翡 )
市章で運′ヾた将棋の塑じムの終

`温

に相当する「 な也」の名「力であ り1ケ ―`
^ヒ
レ

マ独工 して ρlαンタr行 なえろ・ それは始す｀髪iも埓棋ヶ―ムでぁるし )ヽう 点 か豊,
である。その雑類キキ1数:の進い)、 問題 か宇に、解くと

'ヒ
なる (フ プノ出 し,ヒ

)ヽっ たもつり`1'あ り、こうに形にヒゞわれブ句争今 (う ょヽゝ牛)がをなれてヽヽう。ブ
ほわぢ妙今、奇今 ,ん 4■ 中■4ヒ )ヽっ た表"現 かイ史われてちヽ り、うよヽヽ第着洪 |よ

「 捨
て力の美.」 ときわれ てt)ろ が、これかが7mの 基準 左なすと考ぇ sれ る。

2上_i:i吉 :二 |≦□基∠〕墜|1目1塗董L豊:l」:』:L

A。 上4の 連続でム たちもますこと
攻め方 |よノ始す"指 した駒のイ申力色:威i(イ炎nEつ 内 |こ 玉か

｀
あるよ )|■ 指 す。

3。  プ欠わがは畢二欠ヱ4・ 唄でら吉め ぅてこ
単一島面で 1辞りた不可 lh吃 π・`巧 ろ。
C. 玉方 13晨長争りll貝 と主:L局ざごヒ
単一局色で` |ょ判定不可 lt~`・ あ ろ。

D 両方の選き駒 ヒ,攻 めたの持駒駄体 |も 全ち「二なでく デでき )ヽ

E。 二歩 2キ丁)て はぃ tす なヽヽ

持駒 多打っとさ同 じヽ,|〕 |こ 置 さ駒 ヒし′くか があるか ピ)か たケェック し,歩 か・

ある場合は焦効手 (打 πな t)争 ク ヒなる。
F 打 ち歩訳知い )け な )ヽ

攻 め方 か持島句の歩 在打フ階、発 けヒ¥t〕 たされる手 |よ 無、神牛ゼ`ある。

G、 椰コの如さ)4の な、)(■ 3に 相
=´
告ノ歩の駒 t打 つてヒ 1よ )`け な t)

桂 、杏 ′歩 |よ 置駒 ,持駒 |ミ 限 じず 1次 の牛 か`働 キ鍼なもたな、)場合 |よ無効 争
(・ ある。

H.+日 手■ Stも またヽヽ
争 ll唄の一tpが 繰 りi塁 され るl治 レ今 |ま無、女力牛である。

22丘 .衝 ヒュ主:堡動作の避登l血
もちめろためには、個 への局面での戦す号 (各駒の柳 こ域 ヒ)告 めのが無)の評価 ヒ
六の方の3ユ 1象

"1乍

l すなわム駒 の知、合色キ1唄の辞佃→ム■決 )と する′込裏 肝ある。
詰 め1バ熊のシ千イ1皿 し tよ 、玉の動 ける鍛瘍 在よくブうミと (｀ 夢′り、 ≒の ためには 1

1)3り の作′|き i城 |]大 きくなるよ )|ご 指 す (成 り駒乞 ノく3)
2)攻 めオは■キの1狗 か玉たにヒsれ なt)よ ぅ |こ lhす i t玉 芳の馬匂の物 く範囲)

'■
力が政め方 ノ́‖駒 tLる こLによソ、■の逃七り成tCぼ めるより|ミ 指ブ

リ油期状態 Lし (戦 場 t tttttLす る
3)持 熙引ょ仁じF住用 しなければな Sな )`

第18回 プログラミング

シンポジゥム 1977.1 147



o置 aり L除 ＼ヒ ,た l駒 |ょ良約な、)
とt〕 つた瞑桑か考え」れう。こSIミ 左仏の戦旬iヒ じスの賛劃晨勧作に|ょ、
/)置 駒ヒ杵駒 Lの 連 |八キ 1唄
2)主馬旬(攻めの中′υヒなう駒〕ヒ助|ド駒2識別すも
3)捨 て、駒の為見ヒ、惰の条告J果、ゝ しての静めの状態t評 4山 夕3
ヒt)っ た牛 ll貝 が者と」れ う。

2.3L」笙し年の基盤昼望」■丘り立ム|
ゲ`一ムしは、初期局面左設まLし :清 りのイ士力 (mOde)とツ¬起するニ ヒ|二 島 権
申風tイ寸加 t4f年誌)レ た`後 、フ気ノめえよりも し簿め、夕次じめ方 1■ 万人 |ュ 象こ牛 t指
し五オの■か誌科ヒ¥り たセれうここにおソゲーヘ |●終 了ずるもの ヒサ 5。 この 1訳
善キの術む浦 Lな 3指 し牛 在攻詢方,玉 なにつ )`マ 葡llな しπみうヒ、
A. 五 tむもます (政

“

お)
ノ)歿 めちの次 の 守 が二争 とな 3オ旨 じ争 .
2)次 の牛に゛ り、フ気め方 のイじの駒 か王 各 となる局 6色作

`1盲
じ牛 (あ せ 王

牛).
B。 ■か誌 まな )ヽ争 (■、オ )

′)玉 が`逹 |ずる場合 (攻めなの1駒 tヒ ろ場心色をも )。
二の働 t以内 でか フ玉方の駒のなし)柱員のうよ、ア久め方の左ての1駒 の働 き
戒外。

⇒ 〈)駒 色フ3。
玉らの次の各 か`工争の筋 2し わ晰Tす 3.

サなりも,Bの 可日とな iキ五レ争かなt)局 Q tttη しす了。
はあ`・1誌め今11員 にあヽ |† ろ布」林 9旬 なもの ヒL(、
ノ)左 右嬌納ヽの駒組 |こ |よ姑肩T｀の誌め方がある,
つ らもりの前の友め方の指 し午 |よ キ狡か同じ1でぁれば｀、、、ず｀ぃもェ解で` ぁる。
り 詫η筋のたわ」な、)心 1詢は爆効 マ｀`ぁる。
答 か`ある。

3. フ°ログフ
^の
井1鍮生

3_1 ォ ′、 |_一 こ . ン ・ タ ロ グ ラ ム

3ユ :.鷺麒日島穐のと豊た一ネ刀期のだ」■■1疑たりうために|ょ 、盤め
`我

た,駒の舞現),キヨ
し牛の農坂男 ファイ′レ管理 t4〒 なわな くRtま なSな 、)。
性 は縦.7伊 l、 な た

′′lT O｀ 」成 り、先牛 t歿め方)乞 ドカ′イた争 (■力)tLカ ヒ
サう.持、駒 |ふ後の右側 に政め方った側 に■万とし (画 働Lに 仁示 りう。 (男 ′図)
ηりの社現 lょ第 2た のょ )|こ 2桁のなで表_現 した。た争 ヒ42ケ |ょ独立 した教■ t
与 とる。 の カロ2た 牢鮭t「い)た .

銑 2薇|_ 百りの 捩、多ら

指 し多 |よ駒の性Qでの住こと,l」 (■ )1イす(3)、 駒の結メ L)と 目組のも匂の選′k
く5)で｀表″現 した.
持駒のえ庁¬よ、先争のやキ1駒 (I二0,J=ノ ).イ免争の特 :駒 (I=′ ′J‐ 0)ヒ し、
1■択のだL類 |よ 、直(F)′ 引(0)L(ν

'′

下(0)′ 右(R,,左 (Lら 寄(ハ ))入 (1), 有(G))打 (P)
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″ら た千 7六 ,→  %0/日
次千 2多を■何 ゥ 2ぅ ο4P
7ァ ィじψ雛′‡竹持朕 t何乃

`ヽ

多す
腋派■3ための↓のτ

′
あッ′その,許べ

ヒ匁・ さιRフ
,′ てユベろ.常持晨ら1

200長 ′豪魚イ狡′3千 1久める」のセ
tて やえ夕↑こ「=θ ノ兵負ケ4二 ιフード

′ヒ
こlaヌしたぞ喘席ヴ3.Iι ._ド

′″夕∂
ワード′(7)″ うヽづ尺グ′17ノオダキャフクタ
(cに )め ぅヽ成る′多矛it入 31月 な■葬
211:ミ 例Rl。 1,r索 :可Lil′ 希収しtlフ
■74ル ド斗位ゲ行日わ3.
3■ 2入 カル燿

新 しヽ 鷲ヽ着隷 た々l■ イヽ1々入して絹1
場合のキ髪t打「

`)ダ
子バ`あ 3. r打

反:(前の社こ′島旬のイ菫¬ 〕司萱1旬 のニス)
の人″看
'大
:古袖上上の鮨し子の家現で1lL

べfミ IT LSの 止,衆:こ ↑ミタ人l卜 τ
uハ
カ

すう.た プし5イ li`ぞ め,τ tよ ‖・

nNn,^ Ho Tcun,

先

T

持

駒

崎

紫

士

珍

ｄ

‥

一

″

一

イ́
′―
ゑつ”約瞳

外
″
＞
冷

ピ

争仏

ニカっ島笹]
求めカ
0ら旬
`主

オキ:ワ 上 鶴 千
■殊

〔F… … 7o)■ル

左生上 三二里空土E■墨土ゴ
″フカ1カ約のベカ11,多ガタ1旬′πス.めガの駒′オ争

“

′工鮮テ薇つ薇:こ 打獲し′■
ヒ4入力されr:こ ヒt″震たした形L′ 1ハ 11風 tフ ァイlし lミ ち薇ず3準多バあれば
燎 日ノ千及′J鷺担カム 1ハ ″す 3ご と|ミ より幻オ『象τttL(F“れ―Lデ 嗜 )マ・

・密箱 ぐ
″tる 。

J。ノ.J 夕↑霧のなガ
`復

υズe)一奪循脅核 lξ っ .′ て

イそ減ゲ´ムをCOttP tterて
。
狩すr)に ′ちκのチ箱数う.オ ラムバ/ん ゥれ ,。

′,  Cο ap眈te r   ヤす    GOHPLter
2)イ久イオρヾ ″

“
晟 た 力寸 た千ガガヾ ら暉ιter

,)綾 子がバ' 6暉曖ter 対 え↑オバθH嗅Ц^L
イ,  H嗅漁ヘス    欠寸    Hぃ mへL
′)で■ 1燎数のフ

°
|ク ?"テ ムイヾ考

"畑

洵的[与 えられつミヒ:ぐ よリニ倉子を猾え こム
カう 3場な ヒ2社独のア

クヽ77・ 7ハ の11で
｀
村戌す うガ隣ンパ

″
ある。 2)′ 3'ざ |■ ■オめ`

玖め方の｀`↑
:れ め`そメ、lη φヾオZう 場合■`

1′ ム」qnすチ、)|ミ 満 しテ|｀ ″す
んじ′ぶlナ ルtiざ f`よ う′JIり .′ク呻′人l¶ 11省 の夕・1伏 そ′た■、つ3の 〃 7｀

'

歳下ぞ Co■ QげrOnt+「 IQし」口|IЛ こ72,綸株作 tt「 〕夕寸戦″`rル「維て"
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本 PDFファイルは 1977年発行の「第 18回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


